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信歪Eう

牲
昔
を
出
し
て
き
た
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
で
は
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
い

存
車
町
警
報
シ
ス
テ
ム
の
母
由
や

多
一
位
白
サ
イ
ク
ロ
ン
シ
ェ
ル
タ
ー

と
い
う
向
山
イ
ン
フ
ラ
控
恒
で
、

括
性
智
駐
が
大
幅
に
揖
世
し
た
ー

と
は
い
え
斑
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の

D
・
ヤ
ン
グ
世
教
授
に
よ
杭
問
、

過
去
四
年
一
以
上
に
わ
た
右
世
界
町

提
血
両
極
苫
デ
ー
タ
か
ら
、
詰
雨

的
世
苫
も
ま
た
革
大
で
由
る
こ
と

が
わ
か
る
.
そ
れ
だ
廿
に
人
的
世

出
に
対
す
る
閉
山
内
附
朝
シ
ス
テ
ム

や
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
盟
耐
を
描
完

す
る
醇
で
、
語
南
田
宮
に
回
す
品

市
田
を
通
じ
た
保
障
メ
カ
ニ
ズ
ム

も
自
照
市
内
揺
へ
の
肝
前
向
問
主
と

し
て
抽
曹
さ
判
的
る
べ
き
だ
ろ
吾
。

軍
奮
が
東
京
大
学
町
市
盟
書
庫
設

置
と
世
里
羊
朝
研
究
所
の
雨
水
醤

油
主
任
研
望
日
と
-
一
円
っ
た
中
島
地

ま
ず
自
照
誕
百
へ
の
耐
え
は
ど
睦
由
研
究
で
は
、
地
世
保
障
や
共

-
つ
高
る
べ
き
か
.
米
カ
リ
フ
す
ル
荷
白
仕
組
み
が
か
な
り
の
程
度
担

ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
桂
の

M

惜
し
た
ご
と
が
卦
か
っ

τい
る
.

・
カ
l
ン
睦
躍
が
田
平
に
車
置
し
自
問
品
山
町
へ
白
軒
じ
い
闘
え
と

た
誼
文
が
回
吐
血
聞
い
。
聞
論
文
に
し
て
は
「
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
辿
動
型

よ
れ
ほ
、
自
問
世
留
は
虫
記
晶
画
・
師
陣
」
も
高
話
。
こ
の
保
障
で
は
、

b
匙
き
ま
同
H
d
H
司
、
二
、
回
巳
F

，・・

都品ヨ
E
相
生
叩

ρ

一
弓
眠

2
2く

包
括
的
な
保
険
機
構
必
要
に

市
耐
に
認
定
さ
れ
た
特
定
白
闘
を

上
回
る
且
盟
、
あ
る
車
山
官
官
下
回

る
陣
水
虫
、
特
定
の
躍
度
吾
上
回

る
地
盤
な
苦
」
対
し
て
同
町
院
選
が

支
払
わ
ね
る
。
陸
最
白
保
障
の
支

払
い
で
は
晶
画
討
に
な
る
踊
宙
遊
定

由
主
的
目
時
間
や
コ
ス
ト
が
か
か

ら
な
い
恒
れ
克
仕
組
み
で
自
白
『

問
え
ば
、
世
界
に
先
駆
吋
て
瞳

立
さ
れ
た
カ
り
プ
高
指
図
誕
苫
リ

ス
ク
串
障
担
摘

{
C
E
R
E
F
)

は
、
国
時
的
電
需
尿
陽
市
瑚
を
語

用
し

t
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
と
柚
埠
闘
に

討
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
班
副
型
の

多
国
間
剛
山
岳
保

障
語
皇
官
.
昨

平
1
同
の
ハ
イ

ヂ
抽
謹
で
は
、

ハ
イ
チ
が
問
融

問
に
加
入
し
て

号
、
川
護

院
科
白
拍
叩
暗

に
高
た
る
7
7

5
育
叩
ゐ
白
地
世

保
障
γ

置
を
躍
拠

能
2一
一
週
間
と
い

ろ
早
さ
で
両
国

政
府
は
畳
け
取

。
世
界
の
大
災
害
、

4
つ
の
種
類
に
分
類
可
能

。
防
災
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
加
え
、
保
険
活
用
が
重
要

。
多
く
の
災
害
経
験
を
い
か
し
、
日
本
は
先
導
役
に

工
ヨ
ノ
ミ
ワ
ス
‘
ヲ
色
毛

利
劃
劃
町
瞬
面
v
i
a

【一三隅柑

r
E
R
l
h
b
h
i
t
-
G
Z
 

白
血
誕
百
は
岩
出
国
・
尭
哩
通
文
質
量
・
茸
陸
上
白
叩
世
話
、
地
世
的
以
苫
は
急
車
に
増
加
し
つ
つ
畠

上
国
高
わ
ず
人
々
の
生
雲
間
や
部
控
・
火
山
噴
火
な
ど
の
撃
る
一
方
、
註
市
障
担
と
奪
回
世

出
し
う
る
。
点
日
本
大
躍
挺
か
ら
的
な
災
雷
、
そ
し
て
感
恩
症
の
式
は
出
る

E
E官
量
的
で
由
る
が
、

の
恒
旧
・
間
関
へ
の
不
断
の
買
力
龍
一
汀
の
よ
百
つ
な
生
物
的
な
山
部
首
に
畢
生
朝
臣
が
田
山
『
ト
す
る
と
い
-
つ
坦

が
融
廿
ら
れ
て
い
る
厄
中
で
は
高
間
し
、
詳
細
な
薗
別
由
民
朋
デ
l

岳
吾
み
ら
れ
て
い
な
い

.
5っし

る

が

、

防

誕

計

画

目

指

定

・

盟

主

留

の

剛

健

、

喜

童

画

商

品

白

首

及

や

調

山

田

、

イ

ン

フ

ラ

す

る

た

め

白

周

到

な

街

え

の

虫

夏

へ

の

世

田

と

い

っ

た

官

岡

田

耐

え

世

童

示

す

と

い

え

る

だ

ろ

呈

つ

・

が
重
唱
で
あ
る
こ
と
も
再
認
畠
さ

れ
て
き
た
。
我
々
の
み
な
ら
ず
世

界
の
人
々
を
県
富
か
ら
守
る
た
め

に
、
今
世
の
県
富
へ
の
問
手
一
な
ど

う
あ
る
べ
き
か
。
臨
存
の
銭
前
半

研
究
白
崎
県
を
一
正
出
か
り
に
、
「
大一一一

提
世
へ
の
市
街
目
前
Y

え
一
」
に
つ
い

て
み
て
み
た
い
。

〉

-v'

。。。
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今
回
の
大
躍
良
時

HL毘
や
出

砲
と
い
っ
た
自
肺
門
附
山
富
宮
町
で
な

く
、
田
子
力
詫
屯
南
市
山
訟
に
よ
る

世
田
掘
削
れ
と
い
う
需
羽
な
「
桂

樹
的
民
営
」
を
伴
っ
て
い
る
a

醐

れ
ば
、
日
本
と
世
界
経
涜
は
、

2

0
0
8年
の
リ
i
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
を
哩
睡
と
す
る
「
世
拝
金
融
畠

匝
」
町
古
な
か
に
も
島
る
a

さ
岳

に
は
、
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
国
々

は
い
ま
主
に
輯
争
に
直
面
す
る
一

有
テ
口
市
件
が
先
山
田
に
罷
詞

な
臨
曹
を
も
走
ら
し
て
い
る
.

壬
つ
し
た
世
界
由
回
々
な
大
剛
山

首
は
「
自
問
坦
百
」
「
一
控
訴
的
地

苦
」
「
詰
-
一
同
位
憧
」
「
戦
争
」
白

4
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
巴
大
型
C
れ

る。
M
控
の
3
つ
は
「
IA的
説
書
」

と
呼
ぷ
己
と
が
明
、
き
ょ
E

つ。

県
引
詮
mT耐
究
セ
ン
タ
ー
(
ベ

ル
ギ
ー
)
は
4
自
昂
自
信
」
と
し

て
、
出
現
宇
崎
干
ほ
つ
な
ど
の
水

タ
を
聾
個
し
て
い
4

旬

ま

t今
回

の
原
子
力
の
血
射
能
嗣
れ
や
イ
ン

フ
ラ
町
出
閣
の
よ
豆
つ
な
置
軍
的
災

世
、
現
行
圏
、
持
越
な
ど
の
童

上
回
引
故
な
ど
『
控
師
的
見
記
」

の
デ
ー
タ
も
公
開
し
て
い
る
ロ

金
融
危
慣
や
通
m
H危
担
、
山
雨

量
陸
、
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
と
い

っ
た
「
桂
百
億
桂
」
と
「
戦
争
」

と
い
ラ
晶
力
的
誕
百
は
、
来
メ
リ

ー
フ
ン
ド
ナ
告
の

C
・
ラ
イ
ン
ハ

ー
ト
草
田
と
常
ハ
ー
バ
ー
ド
古
島
町
一
千

の
K
・
ロ
ゴ
フ
教
眠
ら
が
時
系
列

デ
ー
タ
を
荷
車
・
品
開
し
て
い
る
.

こ
れ
ら
を
用
い
、

4
つ
の
大
出

苦
乞
れ
苦
れ
の
1
国
語
止
り
平
白

星
話
開
度
老
年
訳
デ
ー
タ
で
誼
帯

す
る
と
{
回
-
、
自

RMt苫
や
控
市
剛

E 

C
A
V
A
V
 

。。。

謹
上
面
を
聞
わ
ず
昌
生
し
て
い
る

が
、
民
主
主
串
r
u
品
晶
画
府
白
蛇

詰
控
力
が
M
甘
れ
ほ
、
誕
百
リ
ス

ク
に
闘
す
る
刑
罰
缶
逗
・
持
有
や

草
加
害
融
シ
ス
テ
ム
構
盟
、
時
現

-
H誕
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
盟
問

に
よ
り
、
則
前
留
に
よ
る
寛
章
世
が

大
き
く
ド
が
る
と
い
う
.

確
か
に
、
世
界
担
育
と
国
際
迎

合
が
卯
卓
に
出
版
し
た
吉
岡
墨
田

由
「
自
問
見
百
と
人
的
誕
百
l
拍

車
問
な
防
誕
の
睦
清
学
」
で
詳
述

さ
れ

τい
る
よ
官
つ
に
、
型
車
な
る

サ
イ
ク
ロ
ン
で
同
十
万
人
も
の
犠

世界由4大災害由藷生蝿度
(!毘当たり亭均値l'r件

る
こ
と
が
で
き
子
も
こ
の
こ
と
か

ら
も
、

c
c
R
I
F
の
よ
う
草
軒

し
い
臨
時
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
市
耐
の

闘
え
と
し
て
信
事
で
あ
M
Q
乙
と
が

う
か
が
わ
れ
る
、

ま
た
世
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
半

パ
ー
ク
リ
1
陸
自

E
・
寺
、
ゲ
ル
乾

担
弓
ほ
刷
平
の
誼
文
で
、
ア
フ
リ

カ
で
は
千
ほ
つ
の
尭
生
面
輯
争
を

も
た

J

り
す
と
の
田
畢
抽
師
在
露
見

し
た
!
こ
の
こ
と
は
、
自
同
盟
世
へ

の
間
乏
が
、
紛
争
や
戦
争
へ
の
伺

え
に
も
な
る
こ
と
を
車
時
す
る
.

血
豆
宅
は
陣
雨
量
や
衛
星
面
憎

か
ら
田
ら
れ
る
聞
告
福
揮
に
甚
づ

き
、
干
ば
つ
リ
ス
ク
白
圏
平
岡
冨
告

が
可
惜
.
ミ
ゲ
ル
睦
恒
位
、
こ
う

し
た
制
覇
語
用
で
千
ば
つ
な
ど
の

自
開
誕
揺
を
手
到
し
、
迅
連
に
揖

助
が
静
転
さ
れ
、
相
争
リ
ス
ク
を

申
前
に
桂
揖
す
る
「
紛
争
予
防
型

蝿
呈

E
畠
揖
助
」
の
仕
組
み
を
輯

争
へ
白
悶
え
と
し
て
匝
唱
す
る
.

担
E
、
控
面
的
誕
百
と
し
て
の

臨
尭
出
拙
へ
の
闘
え
「
き
つ
い
て
は

ど
E

う
か
。
品
市
ス
タ
ン
フ
才
1
ド
文

学
白
G
-
ロ
ズ
ワ
ェ
ル
講
師
と
常

メ
リ
1
ラ
ン
ド
大
宇
田
1
・
ラ
ス

ト
融
授
は

1
9
9
7年
、
「
臨
手
力

尭
也
市
町
由
民
遍
轟
命
に
つ
い
て
」

と
圏
す
晶
画
文
書
桑
麗
し

F当
こ

れ
は
、
田
子
力
括
屯
Fr白
揖
畢
曲

師
・
時
止
に
聞
し
揖
E
Z
E
E出

定
モ
デ
ル
苦
情
軍
.
事
悟
由
来
園

で
白
鴎
干
力
尭
屯
肩
ヂ
1
タ
の
説

明
力
が
商
い
モ
デ
ル
を
骨
量
桂
青

崎
市
に
措
置
し
、
民
軍
聖
位
が
与

え
石
一
路
曹
を
朝
宜
し
た
も
の
だ
。

ι
H
肺
詰
畢
は
、
政
府
目
視
閉
廷

化
、
特
に
揖
軍
詳
司
年
匝
旧
軍
福

山
山
岳
地
所
国
重
白
揖
霊
草
に

か
な
り
大
き
な
騨
曹
を
吾
宝
合
唱
こ

と
を
宗
し
立
。
売
の
カ

ry一揖文

で
は
産
軍
事
政
で
謹
呈
す
る
人
的

措
富
由
理
匪
も
ま
た
、
民
主
主
墨

田
昌
国
暖
卓
政
府
白
揖
詰
躍
力
に

出
戸
時
す
る
と
い
う
.
こ
れ
ら
の
師

究
は
植
樹
明
説
話
に
吋
寸
る
量
的

な
街
え
白
血
盟
伝
在
自
付
け
る
.

結
構
障
措
へ
の
闘
え
に
も
忌
れ

て
お
こ
う
.
田
年
一
以
陣
闇
揺
し
た

通
白
血
障
や
畠
昌
信
躍
に
可
レ
、

そ
う
し
た
邑
障
室
官
前
に
干
而
し

間
活
に
世
立
て
昌
「
早
期
暫
報
シ

ス
テ
ム
」
が
特
に
盟
カ
薗
・
地
措

(
G回)'己主
E
な
ど
の
闘
で
広
〈
晶

請
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
来
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
京
日
早
バ
ー
ク
レ
ー
院
の

A
-
ロ
1
4
A敢
置
と
米
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
辿
盟
白
M
-
シ
ュ
ピ
ー

ゲ
ル
民
が
H
草
白
抽
文
で
指
掴
ず

る
よ
E
つ
に
、
既
育
師
究
で
は
、
十
分

に
田
園
で
き
る
早
間
警
報
シ
ス
テ

ム
は
ま
だ
開
尭
さ
れ
て
い
な
い
。

他
方
、
話
情
障
担
へ
の
明
前
白

岡
え
は
広
売
さ
抗
、
問
え
ば
国
陣

週
間
延
τ
苗

(
I
M
F
)
は
凹
年
巴
器

商
厄
慢
に
討
す
る
予
間
的
な
融
官

制
度
吾
薪
昌
.
東
ア
ジ
ア
民
同
で

も
、
通
貨
危
揖
広
耐
え
た
2
国
聞

の
通
悶
ス
ワ
ァ
プ
協
定
、
チ
ェ
ン

マ
イ
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

{
C
M
I
)

が
凹
年
か
ら
多
薗
聞
の
枠
組
み

(
C
M
I
M
)
へ
と
広
大
し
t
.

。。。
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入
v 

〈

世
頑
固
で
は
、
木
山
山
由
が
起
き

て
も
、
肘
町
を
や
り
く
り
し
て
出

る
E
E封
揺
が
官
き
る
同
半
面
、
多

臨
突
出
世
注
目
リ
ス
ク
圭
妥
宕

迫
上
国
は
財
官
話
盟
が
院
事
官
、

そ
号
し
た
り
ス
ク
へ
の
宙
世
が
窃

ぃ
.
車
日
本
土
曜
誕
の
よ
う
に
大

提
苫
は
抱
合
し
て
起
こ
り
う
占
句

そ
れ
だ
け
に
、

4
つ
の
世
誕
百

リ
ス
ク
を
世
厚
全
体
で
プ
ー
ル
す

る
よ
官
つ
な
冊
え
の
仕
組
み
位
、
通

上
国
戸
白
で
な
く
先
迫
田
町
大
災

苫
リ
ス
ク
回
分
間
蚕
由
る
上
で
も

有
荊

t.
つ
ま
豆
似
器
市
出
や
再

保
障
討
踊
な
ど
を
語
用
し
つ
つ
、

誕
百
白
タ
イ
プ
を
超
え
、

C
C
R

I
Fや
C
M
I
M
Z
E各
地
瞳
白

血
々
な
仕
祖
語
を
も
さ
z
り
に
包
括

官
書
司
、
よ
り
式
き
な
国
際
出
留

保
障
幅
帽
を
構
想
す
る
わ
吋
定
。

見
挿
的
な
酪
毘
を
雪
元
高
陪
に

は
、
士
山
首
基
歪
白
よ
言
つ
な
ハ
ー

ド
な
明
白
に
す
る
か
、
担
や
か
な

協
皐
悼
の
よ
E
つ
な
仕
組
孟
に
す
る

か
な
と
却
岨
は
多
い
.
そ
の
中
で

わ
か
面
は
容
，
決
世
界
太
眠
、
間

抑
宅
晶
虫
、
四
年
代
佐
半
白
金
融

危
担
と
い
っ
た
多
目
立
大
拠
出
に

且
揮
わ
れ
た
睦
韓
を
持
つ
。
そ
れ

だ
貯
に
、
日
本
は
多
聞
な
大
出
苫

リ
ス
ク
へ
の
包
宿
泊
な
闘
え
の
仕

祖
再
構
舗
で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
長
岡
で
き
る
民
自
を
十
舟
持
っ

て
い
る
と
い
え
石
だ
ろ
う
、

さ
わ
だ
・
唱
す
ゆ
き
町
年
生

ま
れ
.
躍
宮
大
卒
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
博
士
。
昨
門
は
山
括
経
語
学

4
人
由
主
音
が
交
代
で
執
事
、

国
則
、
月
1
四
回
睡
し
ま
す
。
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